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　 新年明けましておめでとうございます。皆様には、健やかに新年をお迎えになられた

ことと、お慶び申し上げます。昨年９月議会において議会組織の改正があり、総務常任

委員会の委員長として、小矢部市の総務部、企画政策部が所管する事案に対処する日々

となり、忙しく動き回っております。市議会の中堅議員としての責任を痛感する毎日であ

りますが、今後とも初心を忘れず誠実に皆様のご支援に応えていく決意でおります。

　今年は第６次小矢部市総合計画の最終年、そして第７次小矢部市総合計画策定の年

となります。また、「公共施設再編計画」策定の年でもあります。統合認定こども園の

建設計画と共に、従来の保育所の再編が始まる年でもあります。少子化と保育ニーズの多様化から、やむ得

ない選択ではありますが、それぞれの地域では既存施設の有効利用を検討することになります。時代の変

化に合わせて「小矢部市も変わっていかなくてはならない」という難題の始まりです。今後は社会教育施

設の再編や小中学校の再編についても検討してゆかざるを得ないことになります。もちろん、アウトレッ

ト誘致の二次効果を市内の各処で発現させる試みも必要ですし、定住促進や子育て支援、さらには婚活

支援も含め、人口減少に歯止めをかける戦いを進めていかねばなりません。市議会議員として活動させて

いただいてから８年目となりますが、改めて「持続可能な自治体経営」を政策理念に掲げていくべきと思っ

ており、今後共、皆様のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

H29活動記録

ごあいさつ

交通対策特別委員会視察 岐阜県垂井町「バス運行事業について」

会派視察 地方創生勉強会 衆議院第一議員会館 地区要望書の提出 小矢部土木事務所

山田俊男参議院議員の土地総事業視察に説明同行



小矢部市新総合計画策定のための　　アンケート調査結果報告書小矢部市新総合計画策定のための　　アンケート調査結果報告書小矢部市新総合計画策定のための　　アンケート調査結果報告書
回答者の概要について

3 

（３）年齢                （４）主な職業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）現在の世帯構成           （６）小矢部市居住の通算年数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）通勤・通学先 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ひとり暮らし

6.8 %

１世代世帯

（夫婦のみ）

17.9 %

２世代世帯（親と

同居）

21.5 %

２世代世帯（子と

同居）

25.9 %

３世代以上世帯

（親と子と孫など）

26.4 %

その他

1.2 %

N=1113

５年未満

8.2 %
５～９年

6.1 %

10～19年
9.0 %

20～29年
14.4 %30年以上

62.1 %

無回答

0.3 %

N=1113

18～19歳
2.2 %

20～29歳
8.4 %

30～39歳
9.6 %

40～49歳
14.6 %

50～59歳
18.1 %

60～69歳
26.5 %

70歳以上
20.3 %

無回答

0.2 %

N=1113

自営（農林水産

業）

3.3 %
自営（商工・サー

ビス業）

5.8 %

会社員・団体職

員、会社・団体役

員、公務員
42.5 %パート・ア

ルバイト

15.0 %

専業主婦（夫）

11.1 %

学生

2.2 %

無職

17.9 %

その他

1.4 %
無回答

0.6 %

N=1113

32.7 

10.1 

6.8 

5.5 

1.8 

0.5 

4.1 

0.7 

4.2 

0.6 

2.5 

29.1 

1.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

小矢部市内

高岡市

砺波市

南砺市

射水市

氷見市

富山市

その他富山県内

金沢市

津幡町

その他富山県外

通勤も通学もしてい

ない

無回答 N=1113
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Ⅱ．アンケート調査結果の概要 

Ａ 市民アンケート調査 
 
１ 回答者の概要について 
  
問１ 性別、居住地区、年齢、主な職業、現在の世帯構成、小矢部市居住の通算年数、通勤・通学

先について 
  
（１）性別      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）居住地区 

21.5 

4.0 

12.9 

8.1 

4.6 

6.8 

3.9 

1.3 

4.6 

4.7 

10.0 

6.6 

5.8 

4.7 

0.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

石動地区

南谷地区

埴生地区

松沢地区

正得地区

荒川地区

子撫地区

宮島地区

北蟹谷地区

若林地区

津沢地区

水島地区

薮波地区

東蟹谷地区

無回答

N=1113

 

男性

45.9 %
女性

53.9 %

無回答

0.2 %

N=1113
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○政策ごとにみる「重要度」と「満足度」との関係 

重要度と満足度のそれぞれについて、平均値（0.0）からのばらつきを指数化し、重要度と満足度との

関係を４分類化したのが図表８である。 

この図表は SWOT 分析とも呼ばれ、目標を達成するために意思決定を必要としている組織や団体が戦略

立案を行う際に行われる分析手法で、A：強み（Strengths)、B：弱み (Weaknesses)、C：機会 (Opportunities)、

D：脅威 (Threats) を確認、評価するために幅広い分野で活用されている。満足度を横軸に、重要度を縦

軸にし、現在の小矢部市の進むべき方向性を分析したものである。 

A＝Strengths…強みを活用→水準の維持・強化 

B＝Weaknesses…弱みを弱みと捉える→最優先に改善 

C＝Opportunities…機会を逃さない→活用・開拓 

D＝Threats…発想を転換→経過観察（改善・維持・縮小・利用促進） 

 

 

図表８ 「重要度」と「満足度」の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※青色は、重要度が高く満足度が低い政策（B）を示したもの。 

 

 

9 

Ａ：重要度、満足度とも高い政策 

  2生涯スポーツの促進、3就学前教育の充実、4学校教育の充実、8健康づくりの推進、 

  9地域医療体制の確立、11児童福祉の充実、12高齢者福祉の充実、14社会保障の充実、 

  24交通体系の充実、28地球温暖化防止の環境づくり、30親雪・克雪の推進、31生活環境の整備、 

  33消防・救急体制の充実、34交通安全対策の充実、35犯罪のないまちづくりの推進、 

 

Ｂ：重要度が高く、満足度が低い政策 

  17企業立地の促進、19雇用の安定、20魅力ある市街地等の形成、21道路ネットワークの充実、 

  32防災・危機管理体制の充実 

 

Ｃ：重要度が低く、満足度の高い政策 

  1生涯学習の推進、6芸術・文化の振興、7歴史遺産・文化財の保存と活用 

 

Ｄ：重要度、満足度とも低い政策 

  5青少年の健全育成、10地域ぐるみ福祉の推進、13障害者福祉の充実、15農業・農村の振興、 

16地域産業の振興、18商業の振興、22公園・緑地の充実、23住宅・宅地の充実、 

25地域情報化の推進、26観光の振興、27地域間・国際交流の推進、29豊かな森の保全と活用、 

36市民と行政の協働の推進、37男女共同参画社会の推進、38人権の尊重、 

39開かれた市政の推進、40新しい自治体経営の確立 

 

 

※下線部は前回調査（平成 27年度市民満足度調査）と同じ分類となったもの。 

※Ａ～Ｄの「政策」は、簡略化して記載したもの。 

 

 

４分類の中で本市が最優先に対応すべき政策は、「Ｂ：重要度が高く、満足度が低い政策」である。 

 具体的には、≪産業・経済≫分野では「17企業立地の促進」、「19雇用の安定」、≪都市基盤整備・交流

≫分野では「20魅力ある市街地等の形成」、「21道路ネットワークの充実」、≪環境・安全安心≫分野では

「32防災・危機管理体制の充実」となっている。 
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Ｈ２９全体（４０．４％）

Ｈ２７全体（４７．６％）

Ｈ２５全体（４７．４％）

Ｈ２３全体（４１．８％）

Ｈ２１全体（３１．５％）

3.1 

6.4 

13.2 

7.6 

4.3 

37.3 

41.2 

34.2 

34.2 

27.2 

31.8 

24.7 

9.3 

10.1 

22.1 

10.8 

9.0 

13.3 

11.6 

7.9 

13.7 

17.0 

24.3 

29.5 

34.0 

3.3 

1.7 

5.7 

7.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い どちらとも言えない 無回答

○小矢部市に対する総合的な「満足度」 

小矢部市に対する総合的な満足度を全体でみると、『高い』との回答が 40.4％（「高い」3.1％＋「やや

高い」37.3％）、『低い』との回答が 42.6％（「やや低い」31.8％＋「低い」10.8％）となっている。前回

調査と比べ、『高い』は 7.2ポイント下降した。 

男女別にみると、『高い』との回答は、男性では 42.0％となっており前回調査（44.9％）より 2.9ポイ

ント下降、女性では 38.8％となっており前回調査（50.0％）より 11.2ポイント下降した。 

年齢別にみると、今回初めて調査対象とした「18～19 歳」では『高い』との回答が 50.0％となってお

り、他の年齢区分と比べ最も割合が高くなっている。なお、20歳以上の全ての年齢区分において前回調査

と比べ『高い』との回答割合が下降しており、特に 30歳代、60歳代の年齢区分では 10ポイント以上、下

降している。 

一方、『低い』との回答割合をみると、全体では前回調査の 33.7％から 42.6％に 8.9ポイント上昇した。

20歳以上の全ての年齢区分において前回調査と比べ『低い』との回答割合が上昇しており、特に 20歳代、

50歳代、60歳代の年齢区分では 10ポイント以上、上昇している。 

さらに、「どちらとも言えない」との回答割合をみると、全体では前回調査の 17.0％から 13.7％に 3.3

ポイント下降しており、特に 50 歳代では 9.8 ポイントと大きく下降している。なお、上昇しているのは

30歳代（7.1ポイント上昇）のみとなっている。 

 

 

 

図表９ 小矢部市に対する総合的な「満足度」 

総合満足度（年度別・全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※図表９の（  ）は、「高い」と「やや高い」の回答の合計。 
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図表１０ 小矢部市に対する総合的な「満足度」 

総合満足度（年度別・男女別・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２９　男性

Ｈ２７　男性

Ｈ２５　男性

Ｈ２９　女性

Ｈ２７　女性

Ｈ２５　女性

3.3 

4.7 

14.0 

2.8 

7.9 

12.3 

38.7 

40.2 

31.5 

36.0 

42.1 

36.9 

29.0 

27.6 

10.8 

34.2 

22.3 

8.0 

11.5 

10.0 

11.5 

10.2 

8.1 

15.4 

14.9 

16.9 

26.1 

12.8 

17.0 

22.8 

2.5 

0.6 

6.1 

4.0 

2.6 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い どちらとも言えない 無回答

Ｈ２９　１８～１９歳

Ｈ２９　２０～２９歳

Ｈ２７　２０～２９歳

Ｈ２５　２０～２９歳

Ｈ２９　３０～３９歳

Ｈ２７　３０～３９歳

Ｈ２５　３０～３９歳

Ｈ２９　４０～４９歳

Ｈ２７　４０～４９歳

Ｈ２５　４０～４９歳

Ｈ２９　５０～５９歳

Ｈ２７　５０～５９歳

Ｈ２５　５０～５９歳

Ｈ２９　６０～６９歳

Ｈ２７　６０～６９歳

Ｈ２５　６０～６９歳

Ｈ２９　７０歳以上

Ｈ２７　７０歳以上

Ｈ２５　７０歳以上

20.8 

3.2 
8.6 
9.5 

0.9 
8.8 
10.8 

4.3 
6.4 

11.0 

3.0 
3.0 

6.4 

2.4 
6.6 

14.9 

2.2 
7.2 

18.5 

29.2 

40.4 
41.4 

33.3 

40.2 
42.5 
37.8 

34.4 
40.4 

35.4 

38.1 
43.9 
36.7 

33.9 
40.1 

31.4 

41.2 
40.0 

34.0 

25.0 

37.2 
24.1 

2.4 

26.2 
22.3 

6.8 

33.7 
26.6 

11.0 

35.6 
23.5 

12.8 

34.9 
27.5 

12.6 

24.3 
22.1 

5.5 

12.5 

10.6 
12.1 

16.7 

13.1 
16.3 

6.8 

11.7 
11.0 

15.8 

12.9 
9.1 

14.7 

9.5 
6.6 

12.0 

8.8 
5.0 

14.8 

8.3 

7.4 
13.8 

33.3 

15.9 
8.8 

37.8 

14.1 
14.7 

23.2 

9.9 
19.7 

24.8 

14.9 
18.7 

23.4 

17.3 
20.0 

17.3 

4.2 

1.1 
0.0 
4.8 

3.7 
1.3 
0.0 

1.8 
0.9 
3.6 

0.5 
0.8 

4.6 

4.4 
0.5 

5.7 

6.2 
5.7 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い どちらとも言えない 無回答

性別、居住地区、年齢、
主な職業、現在の世帯構
成、小矢部市居住の通算
年数、通勤・通学先につ
いて
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子どもを産み、育てやすい環境の整備

若者の能力が発揮できる職場の確保

仕事と家庭生活、地域活動などが両立でき
る、ゆとりある職場環境の整備

住宅開発（賃貸住宅の立地・住宅団地の整
備）や空き家を活用した居住環境の整備

スポーツ、娯楽施設、文化施設の整備

時代の流行に合った商品やサービスが揃う
中心市街地の形成

身近な地域交通（あいの風とやま鉄道を含
む）環境の充実による日常交通の活性化

小矢部市の知名度向上、魅力の発信

山河や田園など豊かな自然の活用

高速交通網（新幹線や高速道路）の整備に
よる大都市との時間距離の短縮

家庭や地域における連帯感の向上

公園や緑地など快適な環境の整備

その他

40.3 

37.1 

23.5 

16.8 

14.5 

13.6 

12.7 

11.5 

4.9 

4.7 

4.0 

3.9 

2.0 

38.0 

37.2 

22.5 

16.2 

15.3 

13.3 

11.7 

12.1 

6.1 

4.9 

3.9 

3.3 

3.3 

42.0 

37.0 

24.3 

17.3 

13.7 

13.8 

13.5 

11.0 

4.0 

4.5 

4.2 

4.3 

0.8 

0 10 20 30 40 50

全体N=1113

男性N=511

女性N=600

 

３.今後のまちづくりを進めるうえでの課題について 
 
問２ 若者の定着・流入を進めていくために、あなたが特に大切だと思われることを２つまで選んで、

番号に○をつけてください。 
 
●子育て環境の整備と職場の確保が大切 
若者が小矢部市に定着・流入するためには、回答者全体では「子どもを産み、育てやすい環境の整備」

（40.3％）が大切とする回答割合が最も高く、特に女性の割合が高い。次いで「若者の能力が発揮できる

職場の確保」（37.1％）となっている。 

 

 
男女別、若者の定着・流入のために大切なこと（複数回答）                            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（％） 
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労働時間短縮や育児休業制度、再就職支
援の充実など、仕事と子育てが両立できる
雇用環境の整備

延長保育や休日保育、一時保育など各種
ニーズに対応した保育サービスの充実

小児救急や産婦人科などの医療体制の整
備

保育料や放課後児童クラブなどの子育てに
かかる負担の軽減や経済的支援の拡充

若者の定着や流入を促進するための施策
の充実

結婚を希望する男女の出会いの場の創出
や結婚費用への経済的支援など結婚支援
の充実

大学等進学時の学費や生活費等の負担軽
減または経済的支援

若者の経済的自立を促進する職業教育や
就労支援

子育てに係るあらゆる負担を社会全体で分
かち合う制度づくり

少子化がもたらす将来への影響や、子育て
の楽しさ・大切さに関する教育や啓発

女性に偏りがちな家事や育児の負担を夫婦
間で分かち合える社会づくり

３世代同居・近居の推進による子どもを産み
育てやすい環境づくり

出産や子育てに関する相談体制の充実

その他
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問３ 少子化者対策として、あなたが特に大切だと思われることを３つまで選んで、番号に○をつけ

てください。 
 
●仕事と子育てが両立できる雇用環境の整備が大切 
少子化対策としては、回答者全体では「仕事と子育てが両立できる雇用環境の整備」（41.3％）が大切

とする回答割合が最も高く、次いで「保育サービスの充実」（33.6％）、「医療体制の整備」（31.5％）とな

っている。 

男女別に比較して差が大きい項目は、女性では「医療体制の整備」（37.8％）との回答割合が男性に比

べて高く、一方で、男性では「結婚支援の充実」（29.4％）、「若者の定着や流入を促進するための施策の充

実」（29.2％）との回答割合が女性に比べて高くなっている。 

 

 

男女別、少子化対策として大切なこと（複数回答） 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（％） 
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コミュニティーバス等の移動手段の充実

高齢者の就業機会の拡大

買い物弱者支援の充実

老人福祉・介護保険施設などの充実

要支援・要介護者が住みなれた住宅で受け
る在宅介護サービスの充実

スポーツ、レクリエーションなどの健康づく
り・介護予防対策

認知症対策の推進

住み慣れた地域における集い（いきいきサ
ロン等）の充実

文化・教養・趣味講座などの生涯学習の充
実

高齢者を支援する地域ボランティアの育成

段差解消など、公共施設や住宅のバリアフ
リー化

老人クラブ活動の活発化

その他
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問４ 高齢者の方がいきいきと暮らすまちづくりに向けてどのような環境整備が必要だと思います

か。次の中から２つまで選んで、番号に○をつけてください。 
 
●移動手段の充実と就業機会の拡大が大切 
高齢者がいきいきと暮らすための環境整備としては、回答者全体では「移動手段の充実」（24.6％）が

大切とする回答割合が最も高く、次いで「就業機会の拡大」（22.8％）、「買い物弱者支援の充実」（20.3％）

となっている。 

男女別に比較して差が大きい項目は、男性では「就業機会の拡大」（29.0％）との回答割合が女性に比

べて高く、一方で、女性では「移動手段の充実」（28.7％）との回答割合が男性に比べて高くなっている。 

 

 

 

男女別、高齢者がいきいきと暮らすための環境整備（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（％） 
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７．今後のまちづくりの方向性について 
 

問９ 小矢部市として、どのようなまちづくりを目指して重点的に取り組んだ方がよいと思いますか。

５つまで選んで、番号に○をつけてください。 

 
●「子育て環境の充実」を重点的に 
 小矢部市が今後、重点的に取り組むべきまちづくりとしては、回答者全体では「子育て環境が充実

したまち」（50.7％）との回答割合が最も高く、次いで「高齢者・障害者が安心して暮らせるまち」

（43.4％）、「災害や犯罪が少ない安全・安心なまち」（41.5％）となっている。 

 
男女別、重点的に取り組むべきまちづくり（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

子育て環境が充実したまち

高齢者・障害者が安心して暮らせ
るまち

災害や犯罪が少ない安全・安心な
まち

福祉が充実したまち

快適な居住環境に恵まれたまち

商業・サービス業が活発なまち

教育環境が充実したまち

公共交通機関が充実したまち

自然環境を保護したまち

自然景観を活かしたまち

企業が集積するまち

健康・スポーツのまち

多くの観光客が訪れるまち

歴史や伝統を活かしたまち

農林水産業が活発なまち

芸術・文化を活かしたまち

環境問題に積極的に取り組むまち

高速交通網を活かした交流のまち

情報通信基盤が充実したまち

国際的なまち

その他
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平成29年12月

小矢部市新総合計画策定のための
　　　アンケート調査報告書から抜粋



 吉田康弘　市議会議員事務所

〒932−0057
小矢部市本町3−50　庄甚ビル2Ｆ
T E L 0766−67−1227
F A X 0766−54−5564
携　帯 090−3155−3267
E-mai l :shoj in@bloom.ocn.ne.jp
HP:http://yoshida-yasuhiro.net/

７年前から、市議会議員として下記の場所に事務所を

開設致しております。市議会議員としての活動拠点とし

て届出を済ませています。皆様のお越しをお待ち申し上

げておりますので、気軽に立ち寄って下さい。

お 知 ら せ

各会計別決算状況調 （単位：千円）

区　　　　分 一般会計 公共用地会計 国保会計 後期高齢会計 下水道会計 農業集排会計 東部産業会計 計 純　　計 水道会計
1 歳 入 14,349,047 6,026 3,402,732 813,966 2,163,650 167,790 127,400 21,030,611 19,483,192 854,710

　 う ち 他 会 計 繰 入 金 等 400 135,677 482,179 800,638 128,525 1,547,419 96,727
2 歳 出 13,906,108 5,681 3,273,288 812,627 2,163,063 167,790 127,400 20,455,957 18,908,538 1,100,629
3 差 　 引 　 額 ( 1－2 ) 442,939 345 129,444 1,339 587 0 0 574,654 574,654 △245,919
4 翌年度へ繰り越すべき財源 21,188 587 21,775 21,775
5 実 質 収 支 額 ( 3－4 ) 421,751 345 129,444 1,339 0 0 0 552,879 552,879 △245,919

1 年 度 末 地 方 債 未 償 還 高 14,052,140 13,098,098 1,060,540 28,210,778 1,844,969
2 年度末債務負担未償還高 4,039,939 4,039,939

合　　　　　計 18,092,079 13,098,098 1,060,540 0 32,250,717 1,844,969

1 年度末財政調整基金残高 858,452 155,720 65,614 23 1,079,809
　うち当年度財調基金増減額 △44,057 97,585 △21,631 31,897

2 年 度 末 減 債 基 金 残 高 35,530 35,530
3 未 処 分 利 益 残 高 178,139

合　　　　　計 893,982 155,720 65,614 23 1,115,339 178,139

歳入の内訳（一般会計） （単位：千円）

区　　　　分
平 成 28 年 度 決 算 額

総　　額 一般財源 特定財源 構成比
1 市 税 4,675,299 4,675,299 32.6％
2 地 方 譲 与 税 183,538 183,538 1.3％
3 利 子 割 交 付 金 4,479 4,479 0.0％
4 配 当 割 交 付 金 15,986 15,986 0.1％
5 株式等譲渡所得割交付金 7,975 7,975 0.0％
6 地 方 消 費 税 交 付 金 543,581 543,581 3.8％
7 ゴルフ場利用税交付金 30,076 30,076 0.2％
8 自動車取得税交付金 39,160 39,160 0.3％
9 地 方 特 例 交 付 金 10,104 10,104 0.1％

10 地 方 交 付 金 3,309,054 3,309,054 23.1％
11 交通安全対策特別交付金 5,003 5,003 0.0％
12 分 担 金 及 び 負 担 金 109,254 0 109,254 0.8％
13 使 用 料 及 び 手 数 料 183,412 11,498 171,914 1.3％
14 国 庫 支 出 金 1,357,301 0 1,357,301 9.4％
15 県 支 出 金 1,071,629 6,230 1,065,399 7.5％
16 財 産 収 入 98,119 5,601 92,518 0.7％
17 寄 附 金 15,734 0 15,734 0.1％
18 繰 入 金 301,768 266,770 34,998 2.1％
19 繰 越 金 486,205 435,558 50,647 3.4％
20 諸 収 入 765,370 52,116 713,254 5.3％
21 市 債 1,136,000 447,300 688,700 7.9％

歳　入　合　計 14,349,047 10,049,328 4,299,719 100.0％

目的別歳出の内訳（一般会計） （単位：千円）

区　　　　分
平 成 28 年 度 決 算 額

総　　額 一般財源 特定財源 構成比
1 議 会 費 178,578 178,578 0 1.3％
2 総 務 費 1,835,724 1,526,252 309,472 13.2％
3 民 生 費 3,469,149 1,529,181 1,939,968 24.9％
4 衛 生 費 1,487,569 1,396,081 91,488 10.7％
5 労 働 費 22,148 548 21,600 0.2％
6 農 林 水 産 業 費 972,609 455,888 516,721 7.0％
7 商 工 費 772,727 258,547 514,180 5.5％
8 土 木 費 1,901,411 1,260,862 640,549 13.7％
9 消 防 費 543,872 502,754 41,118 3.9％

10 教 育 費 1,414,522 1,221,418 193,104 10.2％
11 災 害 復 旧 費 3,639 3,639 0 0.0％
12 公 債 費 1,304,160 1,272,641 31,519 9.4％
13 予 備 費 0 0 0 0.0％

歳　出 　合　計 13,906,108 9,606,389 4,299,719 100.0％

平成28年度 地方債現在高調書（各会計別） （単位：千円）

会 計 名
平成27年度

末現在高

平成28年度元利償還額 平成28年度

借入額

平成28年度

末現在高元金 利子 計

一 般 会 計 14,096,282 1,180,142 123,656 1,303,798 1,136,000 14,052,140

下水道事業
特 別 会 計 13,394,151 939,153 231,761 1,170,914 643,100 13,098,098

農業集落排水
事業特別会計 1,156,937 96,397 26,499 122,896 0 1,060,540

小　計 28,647,370 2,215,692 381,916 2,597,608 1,779,100 28,210,778

水 道 事 業
会 計 1,855,522 150,553 30,294 180,847 140,000 1,844,969

合　計 30,502,892 2,366,245 412,210 2,778,455 1,919,100 30,055,747

健全化判断比率

平成28年度決算 早期健全化基準 財 政 再 生 基 準

実 質 赤 字 比 率 ─
(注) 13.68％ 20％

連結実質赤字比率 ─
(注) 18.68％ 30％

実 質 公 債 費 比 率 14.7％ 25％ 35％

将 来 負 担 比 率 157.2％ 350％

平成28年度 小矢部市一般会計、特別会計、歳入歳出決算

まとめ（監査委員による審査意見）

　健全化判断比率及び資金不足比率は、いずれも早期健全化基準及び経営健全化

基準を下回り、健全な状態であると言える。

　実質公債費比率は、本年度から駅南土地区画整理事業や防災無線に関する元金

償還が開始したこと等により、前年度から0.4ポイント上昇している。今後も、

石動駅周辺整備事業の償還開始、統合こども園の整備等により、当該比率が増加

することが見込まれることから、普通地方交付税で措置される地方債の借入を優

先する等の対策を継続する必要がある。

　将来負担比率は、新規の借り入れを抑制する一方、地方債の繰上償還を行った

こと、東部産業団地の用地取得費の償還を行ったこと等により、前年度から7.2

ポイント改善している。将来負担比率は実質公債費比率と背反する関係にあるこ

とから、地方債の借入・償還計画を見直すことを要望するものである。

　今後とも、市勢総合計画に基づくまちづくりを推進されるにあたり、新小矢部

市行財政改革大綱に基づく改革の着実な実行により、実質公債費比率の上昇を極

力抑え、市政の安定的な運営が継続されることを要望したい。

　また、財政健全化法の趣旨から、本市の算定結果を議会はもとより、市民に分

かりやすく充分に説明する工夫に尽力いただきたい。

議会内所属委員会
総務常任委員会 委員長

交通対策特別委員会 副委員長

議会運営委員会 委員

議会選出委員等
砺波地方衛生施設組合議会 議員

砺波地方介護保険組合議会 議員

小矢部市公害対策審議会 会長

小矢部市都市計画審議会 委員

小矢部市勢総合計画審議会 委員

議会内会派　　　誠　流

９月定例会において委員会
所属が変更になりました

（注）実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は
「－」表示される。
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